
１ 日  時 
令和７年 11 月 15 日（土） 13 時から 16 時まで（開場 12 時） 

２ 会  場 
⽊曽町⽂化交流センター 多目的ホール（⻑野県⽊曽郡⽊曽町福島 5129） 

３ 内  容 
⽊曽町開⽥⾼原には、数千年にわたる⼈の暮らしによって形作られてきた⾃然と⽂化が根

付いています。⼈⼝減少時代に突⼊し、⾃然と⽂化の継承が課題となる今、開⽥⾼原の魅⼒
と可能性について考えます。 

４ 対 象 者 
どなたでもご参加いただけます。 

５ 参 加 費 
  無料 

６ 申込み方法 
  事前申込制で先着 120 名となります。 

ながの電⼦申請サービス（⻑野県）にて 
お申込みください。 

10 月 15 日(水) AM 9:00 から受付を開始 
します。 
https://apply.e-tumo.jp/pref-naganou/ 
offer/offerList̲detail?tempSeq=62757 

７ 主  催 
  ⻑野県環境保全研究所 

８ 共    催 
  ⽊曽町 

エコネットきそ（⽊曽町環境協議会） 

９ 後  援 
   環境省信越⾃然環境事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⻑野県の⾃然環境保全について、当研究所の研究成果を紹介するとともに、その現状と課
題、保全に向けた取組を県⺠のみなさんとともに考える信州⾃然講座を開催します。 

 

⻑野県（環境部）プレスリリース 令和７年（2025 年）10 月 15 日 

環境部 環境政策課 企画経理係 

(係長)山本  (担当)塩沢  

T E L  026-235-7169（直通） 

F A X  026-235-7491 

E-mail kankyo@pref.nagano.lg.jp 

令和７年度（2025 年度）⻑野県環境保全研究所｢信州自然講座｣（通算 31 回） 

「開田高原の生物多様性と人の暮らし」を開催します 

環境保全研究所 自然環境部（飯綱庁舎） 

(部長)浜田 (担当)小林(慶) 

T E L  026-239-1031（代表） 

F A X  026-239-2929 

E-mail kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp 

 

開田高原の自然を特徴づける木曽馬とニゴ 

 

 

絶滅危惧種のキキョウが咲く採草地 

くらしの足元、ふと見つめ直す。 
そこからはじまる暮らしの 
ゼロカーボンシフト「くらしふと」 

☜ WEB サイトはこちら 

▲申込先 
（二次元コード） 


